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vCJDに関連する献血制限の撤廃にかかる通知
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（公印省略）

変異型クロイツフェルト・ヤコブ病（vCJD）の感染状況を踏まえた献血制限に係る 関係通知の廃止について

平素より血液事業の推進に格別の御理解と御高配を賜り、厚く御礼申し上げます｡
採血時の問診に当たっては、国内において変異型クロイツフェルト・ヤコブ病（vCJD）の発生が確認されたこ
とを受け、「採血時の欧州等滞在歴による献血制限の見直しの実施について」（平成21年12月11日付け薬食発
1211第６号医薬食品局⾧通知）及び「ヒト胎盤エキス（プラセンタ）注射剤に係る問診の強化について」（平
成18年９月11日付け薬食発第0911001号医薬食品局⾧通知）により、特定の海外地域に一定期間滞在していた
者及びプラセンタ注射剤の使用歴を有する者からの採血を見合わせるよう、対応をお願いしているところです。
今般、薬事審議会血液事業部会安全技術調査会において、これらの献血制限を見直すことについて審議が行われ、
国内外におけるvCJDの発生状況、国内における感染リスクの評価結果及び諸外国における献血制限の状況等を
総合的に勘案した結果、上記制限を撤廃することが適当であるとの方針が示されました。
つきましては、この方針に基づき、特定の海外地域における滞在歴及びプラセンタ注射剤の使用歴に関する献血
制限の撤廃を速やかに実施できるよう、貴職において必要な体制整備を行うとともに、準備が整い次第、速やか
に実施してください。



（続き）

また、実施に当たっては、実施日等について事前に報告願います。
併せて、貴管下の各血液センターに対し、当該措置の趣旨及び内容を十分に周知し、採血に御協力いただいてい
る献血者等に対しても適切に説明がなされるよう、特段の御配慮をお願いいたします。
なお、これに伴い、下記の関係通知は、上記の措置が開始されたことを以て廃止します。

記
以下の通知を廃止する。
「採血時の欧州等滞在歴による献血制限の見直しについて」（平成21年12月11日付け薬食発1211第６号、第
７号）
「採血時の欧州等滞在歴による献血制限の見直しの実施について」（平成22年１月14日付け薬食血発0114第１
号、第２号）
「ヒト胎盤エキス（プラセンタ）注射剤に係る問診の強化について」（平成18年９月11日付け薬食発第
0911001号、0911002号）



ホームページ掲載（令和8年4月）

https://www.jrc.or.jp/donation/blood/news/2026/0401_vCJD.html



問診項目削除前（システム改修前）の該当献血者受入手順
献血受付

受付担当 献血者

受付担当者は、【献血永久
不適】の該当項目がプラセ
ンタ、英国・欧州渡航歴の
みであることを確認し、こ
れらを削除する様式を作成
する

問診回答

献血者

献血者はvCJD関連の問診
項目には「該当あり」（は
い）で回答する（虚偽申告
はできないため）

問診室

健診医 献血者

健診医は問診回答の内容を
確認し、vCJD関連項目を
「該当なし」に変更する
（変更理由を入力する）

→「採血可」の指示

採血前検査・採血

通常通りの採血を行う
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対応フロー

該当献血者受入れ

献血者問診回答

問診該当①（=永久不適）解除依頼書
制限緩和メモ入力依頼書

健診医問診

質問5（プラセンタ使用） 質問17（英国滞在） 質問5（欧州等滞在）

3か月以内の使用
（健診医が確認）

問診該当②
（使用後3か月献血延期）

採血前検査へ

健診医がシステム上で修正理由を付記して問診回答を変更
他の問診項目に問題がない場合は献血「適」とする

いいえはい

ヘモグロビン値等が
基準内であれば採血

 システム上で永久不適解除
 欧州等渡航歴の緩和対象のメモ入力

血液センター

献血会場

採血した血液から製造可能
次回献血時は「解除済み」で受付

10月1日受入開始に
向けて8月から社内教育

訓練を実施



周知・広報活動

【９/14 プレスリリース】

https://www.jrc.or.jp/press/



周知・広報活動

【日赤ホームページ・血液センターホームページへの掲載】

https://www.jrc.or.jp/donation/information/

https://www.bs.jrc.or.jp/ktks/tokyo/



周知・広報活動

【献血会場等のポスター掲示】【献血Web会員サービス「ラブラッド」配信】

その他SNS（X、Facebook、
Instagram等）においても
広報予定



今後の予定

• 問診システムから変異型クロイツフェルト・ヤコブ病に関連する英
国・欧州等渡航歴に関連する項目を削除するシステム改修を進める

• 欧州等渡航歴による献血制限の撤廃後、献血に来場された献血者数な
どの検証を実施予定

• 孤発性及び家族性クロイツフェルト・ヤコブ病、ヒト成⾧ホルモン剤
の使用、角膜移植、硬膜移植等の既往については引き続き問診を行い、
該当する場合は献血をご遠慮いただく

• 欧州等渡航歴に関する献血後情報の対応（輸血用血液製剤や原料血漿
の供給・送付停止や回収等）は9月30日をもって終了


